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 まず初めに、今回福岡聴覚支援学校を見学させていただくという貴重な機会をくださっ

た福岡聴覚特別支援学校の永嶌先生、尾上先生、そして白石先生に感謝いたします。 
 
私は、舞台演劇とその音響に関しての研究を日ごろさせていただいている者なのですが、

今回聴覚障害を持っている方がどのように芸能や音楽に触れているのだろうか？やはり私

たちと同じ感覚で音が聞こえるのは難しいでしょうし、歌から伝わる意味などもなかなか

伝わりにくいのではないかと考えました。私たちは簡単に歌に込められた思いや演劇のメ

ッセージ性を「伝える」ことも理解することも容易にできますが、聴覚障害をもった方々

はなかなか難しい部分がどうしてもあります。しかし、音楽や舞台のような芸能コンテン

ツは障害関係なく、人のあらゆる境界線をなくして「みなさん」に楽しんでいただくべき

ものだと私は考えています。しかし、近頃の芸能というものは視覚か聴覚、どちらかに表

現が偏りすぎている面もあり、楽しめる層を限定しすぎてはいないか？など疑問もあり、

どうすれば打開できるのか、まず聴覚障害をもった方々に対してどのようなフォローをし

ていくべきか学びたいということで、まず実際に学校という教育機関ではどのような聴覚

障害者の方々に対する教育において工夫がなされているか、舞台やホールなどでは聴覚障

害を持っている方々に対してどのような工夫をすれば、障害など関係なく「同じ作品」を

楽しむことができるのだろうか。 
教育機関という学習を「伝える」場所で行っている工夫から多くを学ぶことがたくさん

あるだろうと考え、聴覚生理学を受講させていただきました。 
今回の貴重な機会を経て、聴覚障害があろうとも、視覚的工夫、そして身体的プロセス

を経た学習などをなせば子供たちは私たちと変わらずのびのびと勉強することも、スポー

ツできることも子供たちの生き生きとした表情から見てとれました。参観させていただい

ていた際の子供たちの表情が何よりの充実感の表れだったと思えます。子供たち自身も積

極性をもって聴覚障害というハンデに向き合い、自分自身で聴覚レベルを計りにいく話な

ども伺うことができ、電子掲示板の積極的な設置、聴覚障害者の方々のためのループモニ

ターの設置、また反響を大きくしないためのゴム床の設置など、実際にこれからのユニバ

ーサルデザイン的な思考に基づいたコンサートホールの設計、そして芸能コンテンツの設

計工夫に関しても必要だと考えることができるシステムや工夫を想定するきっかけとなり

大変勉強になりました。 
また非常に関心したのはＫ－ＰＯＰを愛する生徒さんがいらっしゃるような教室もあり、

尾上先生、永嶌先生のお話からも伺った通り、彼らも私たちと同様に音楽を愛し、今日本

や世界にあふれる芸能コンテンツを享受し楽しんでいるのだなと希望が持てました。そし

て課題も生まれ、やはり聴覚障害がある以上私たちと同様に楽しむには視覚的魅力の設計

工夫なども大事だなと思いました。生徒さんの一人がある子供向けの戦隊シリーズのポー



ジングの真似を教室内でしていたのですが、見事なもので、彼らは視覚的魅力に関して非

常に敏感で、当たり前なことなのかもしれませんが工夫すべきポイントを見つけたなと思

えました。音楽や英語の授業の風景では、英語や音符の読み方やなど教師のみなさんが大

変工夫されていて、すべてを理解しやすくビジュアル化して伝えていたことも非常に関心

と学びができたと思えます。最後に聞いた、「チムチムチェリー」の合唱では打楽器を使用

し、身体的に音を楽しみながら、ニコニコと生徒のみなさんが楽しく「音楽」と触れ合っ

ていた風景がとても個人的に胸に響くものがありました。 
今回の見学から学校設備としての工夫や教育の工夫など、大変これから自分の研究なり

今後自分が携わりたい分野に関して学ぶことができたと思います。そしてそれ以上に、た

とえ障害があっても「音楽」は無条件にやはり楽しめるものなんだなとわかった瞬間を生

徒のみなさんからプレゼントされた気持ちになりました。改めて今回のような大変貴重な

機会をくださり、永嶌先生、尾上先生、福岡聴覚支援学校の生徒の皆さま、引率してくだ

さった白石先生に感謝いたします。ありがとうございました。 
 


